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(1) 高架橋橋脚や PCCV 構造物などのような柱状構造物において、頂部付加質量の有無により応力波伝播、反射な
どの性状が異なり、頂部近傍を中心に鉛直方向加速度応答及び軸方向応力度分布に大きい影響が現れることを明
らかにしている。
(2) 多層構造物において各層の平面内で重量が偏在する重量偏心の影響について、地震の水平動のみならず上下動に
よっても水平方向変位が生じ、特に上層部の偏心が大きい場合に下層部水平応答が顕著に増大することを明らか
にしている。
(3) 構造物基部に鉛直方向に柔らかで、かっ弾塑性挙動を示す免震支承を設置することによって、高振動数のパルス
的鉛直地震動による構造物上下方向応答を大幅に低減、抑制出来ることを示しているo
以上のように本論文は、鉛直方向地震動が構造物の耐震性能へ及ぼす影響を定量的に示し、検討すべき課題を明ら
かにしたもので、構造工学、耐震工学の発展に寄与するところが大きし、。よって本論文は博士論文として価値あるも
のと認める。
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